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令和３年度第１回横浜市学校規模適正化等検討委員会 会議録 

日 時 令和３年７月５日（月）10時 00分～11時 30分 

開 催 場 所 横浜市役所 18階 さくら 15会議室 

出 席 者 

（ 7 名 ） 

小松委員長、野木副委員長、片岡委員、細田委員、竹原委員、鈴木委員、廣渕委員 

欠 席 者 

（ ３ 名 ） 

倉斗委員、平井委員、秋好委員 

開 催 形 態 公開、議事２は非公開（傍聴者０人） 

議 事 １ 部会からの報告 
２ 学校規模適正化等について〈非公開〉 

決 定 事 項 １ 議事２については、非公開とする旨を決定した。 

  また、横浜市学校規模適正化等検討委員会の部会において検討を進めていくこと

を決定した。 

議 事 

 

１ 部会からの報告について 

 

（委員） 

 検討部会ニュース第１号に記載されている検討事例２の②の部分はどちらの中学

校の学区ですか。 

 

（事務局） 

中学校は、原中学校です。 

 

（委員） 

 検討事例４の阿久和小学校といずみ野小学校を統合する場合が、各学年が２クラス

になって最適だと思います。ただし、地域に学校がなくなることを懸念しています。

また、区がまたがってしまうことについてもどうなのかと思います。 

 

（事務局） 

 学校統合となると、どちらかの学校は使わなくなります。学校は地域防災拠点や学

校開放などで地域の方に支えてもらっているので、そのような事業をどうしていくか

も今後検討しなければなりません。区がまたがっている事については、事務局でも検

討を行いましたが、中学校が両校ともいずみ野中学校であること、また、歩道がしっ

かりと整備され、通学の安全が図れることなどを総合的に判断して決定しました。 

 

（委員） 

 統合後の学級数が 12学級とまた小規模校になる懸念を踏まえつつも検討事例４が

ベストだと思います。部会ニュースを配布して、参加していない保護者等から質問は

ありましたか。 

 

（事務局） 

 部会ニュースは、両校の保護者と地域の方に配布をし、検討状況を周知しています。

部会ニュース第１号を配布して、現在までの意見は、今後この地域に引っ越してくる

方で「学校統合するのであれば、いずみ野小学校を残してほしい。」という意見を１
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件いただいています。 

 

（委員長） 

 学校統合の問題は今いる保護者の人だけでなく、むしろこれから入学してくる未就

学児の保護者の方、特に地域住民の方に特に配慮する必要があります。 

教育委員会としても何が何でも統廃合をやるという事ではなく、できるだけ複数の

検討プランを示して、丁寧に議論をしていただきたいと思います。 

 

（委員） 

 学校統合にあたっては、通学距離や通学安全などの課題が出てくると思いますが、

阿久和小学校といずみ野小学校の間の登下校の安全の確保はどうなっていますか。 

 

（事務局） 

 いずみ野小学校から阿久和小学校につながる道路は、ガードレールがついた歩道が

しっかり整備されている状況です。道路をいくつか渡ることになるので、地域・保護

者の方から意見が出るかと思いますが、比較的この地域は通学安全が図れている地域

だと思います。 

 

（委員長） 

 登校中の児童の事故が最近もありましたが、適正規模・適正配置を考えるときに大

事なポイントだと思います。低学年だと特に危ないので、十分すぎるぐらい安全にい

ろいろ検討しておく必要があると思います。 

 

（委員） 

今後の児童数・一般学級数を見ると、令和５年度、阿久和小学校が６学級、いずみ

野小学校が 12学級ですが、学校統合しても 12学級です。いずみ野小学校としては、

学級数は増えないのに児童数が増えたという事だと受入側はつらいと思います。学区

全体でもう少し見直すという事を考えてはどうかと思います。 

 

（委員） 

 阿久和小学校の学区といずみ野小学校の学区を統合するのであれば、２つの区にま

たがることになり、児童相談所は１つですが、関係する要保護児童対策地域協議会や

区役所は２つになります。そうすると児童支援専任が大変かと思います。児童支援専

任は正規を加配する形をとってもらえると小学校はありがたいです。教員はただでさ

え大変なので、できるだけ正規職員を配置するなどの対応が必要ではないかと思いま

す。小規模の学校だとクラス編成の際に、不登校児童や様々な問題を抱えている児童

に配慮してあげられないというところが苦しいです。中学校が一緒という考えは良い

と思います。 

 

（委員） 

学校統合は正しい方法だと思いますが、結局また小規模になり同じ問題が出てきま

す。学校をさらに集約して新校舎を建てるなどもっと総合的に考える必要があるので

はないかと思います。京都市にはそのような形で成功している事例があると聞いてい
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ます。 

 

（委員） 

 阿久和小学校といずみ野小学校が統合したと仮定して、阿久和小学校からいずみ野

小学校までの距離はどのくらいになりますか。 

 

（事務局） 

 徒歩で約 700メートルです。子供の足で 10分程です。 

 

（委員） 

 統合したとしても子供達にはそんなに大変ではないですね。いずみ野小学校と阿久

和小学校が統合したとして、また児童数が減少して統合を検討するとなると、いま阿

久和小学校といずみ野小学校を統合することが本当に良いのだろうかと考えてしま

います。また、阿久和小学校といずみ野小学校両校どちらも学校の規模・クラスが増

えても受け入れは大丈夫なのですか。 

 

（事務局） 

 施設的には両校が統合しても入れる状況になっています。 

 

（委員長） 

 毎月、厚生労働省から人口動態の推計値が出されていますが、昨年度生まれた子ど

もの数が統計を取ってから最小となっています。また、コロナの影響もあるかもしれ

ませんが、今年度は 80 万人未満になるのではないかという推計値も出ています。人

口動態はこの検討委員会の基礎となる数字なので、事務局から情報提供していただき

たいと思います。 

 

（委員） 

 マンションや住宅開発により人口が増えると学校も増やす事になると思いますが、

今回検討している地域の状況はどうですか。 

 

（事務局） 

阿久和小学区は、昭和 40 年代に建設された県営の阿久和団地があり高齢化が進ん

でいる地域で、団地の建替えも検討されている。ただ新しい棟が建ったので増えるか

と思いましたがほんの少しでした。いずみ野小学区は、いずみ野駅の周辺は団地もあ

り人はいますが、部会ニュースの学区の北西の地域は市街化調整区域で家が建てられ

ない状況になっています。両地域の開発情報に関しては、毎年、不動産会社等に照会

をかけていて数年先のマンション計画や戸建計画について、児童数の数字に入ってい

ます。 

 

（委員長） 

 部会からの報告についてはよろしいでしょうか。続いて、議事の２の学校規模適正

化等について、に移りたいと思います。 
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２ 学校規模適正化等について 

 

（委員長） 

 本議題から今後の事業に支障があるとのことで、非公開とさせていただきたいと思

います。これについて、お諮りしたいと思いますが委員の皆様御異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

（委員長） 

それでは、横浜市の保有する情報の公開に関する条例 第 31条３号及び、横浜市附 

属機関の会議の公開に関する要綱 第４条に基づき、非公開とさせていただきます。 

 

 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

【資料】 

・「次第」 

・「委員名簿」 

・「座席表」 

・【資料１】部会からの報告 

・「阿久和小学校・いずみ野小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会ニュース

第１号 

 

※非公開案件の資料は掲載しておりません。 

 

【特記事項】 

なし 

（※）本会議は一部公開であるため、非公開案件の発言要旨は記載しておりません。 


